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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

介護職員数 70,253 72,044 74,279 78,095

前年度からの増加数 － 1,791 2,235 3,816

【表１】介護職員数の推移 単位：人

【表２】介護人材の需給推計 単位：人

平成28年度
の介護職員数

平成32年度 平成37年度

需要見込み
現状推移シナリオに
よる供給見込み

需要見込み
現状推移シナリオに
よる供給見込み

78,095 82,773 81,406 95,246 85,790

平成28年6月 平成29年6月 平成30年6月

介護職 2.05 2.42 2.87

全産業 1.31 1.49 1.65

【表３】有効求人倍率 単位：倍

【出典】福岡労働局事例・情報統計
注1）全産業の有効求人倍率は季節調整値
注2）介護職員の有効求人倍率は職業別有効求人倍率（常用パート含む）

はじめに

〇福岡県の介護人材について
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事業目的

• 福岡県の介護職員数は、平成25年度から28年度にかけて約8,000人
増加しているものの、介護職員の有効求人倍率は全産業平均を大
きく上回っており、介護人材の確保が厳しい状況

就職支援専門員によるきめ細かな就職支援を行うとともに、未経
験者を対象とした研修・職業紹介の一体的実施により介護人材の
確保を行う

• 介護人材の求人と求職のマッチングについては、県福祉人材セン
ターにおいて職業紹介を実施しているが、職業紹介件数やマッチ
ング率が低い。

3



事業内容

１ 福祉人材センターに就職支援専門員を２名配置
・就職希望者への相談対応、採用面談への同行

・求人事業所への採用活動アドバイス

・就職後の労使双方へのフォローアップ、巡回相談

２ 介護に関する入門的研修
・基礎講座と入門講座を分けて実施

・希望者には職場体験を実施

・就職希望者と求人施設・事業所をマッチング

３ 離職した介護福祉士等の届出制度を活用した再就職の促進
・再就職を希望する者への離職者再就職準備金等の情報提供

・再就職希望者と求人施設・事業所のマッチング
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【介護人材養成・就職支援事業】



入門的研修について

１ 対 象 者 介護未経験の個人の方

２ 日 程 ８月～３月の土曜日、日曜日

３ 開催場所 県内４地区で各３回実施

基礎講座のみ ×２回

基礎講座及び入門講座×１回

４ 定 員 各会場50名

５ 受 講 料 無料
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１ 講師の選定
・介護福祉士の職能団体である福岡県介護福祉士会に依頼。

講師陣は、講師養成課程研修（介護教員講習会、介護技術主任指導者養成研修、介

護技術指導者養成研修）修了者で構成し、知識と経験に基づいた講義となるよう配

慮。

２ テキスト
・「介護員養成研修の取扱細則について（介護職員初任者研修・生活援助従事者研修

関係）」の別添２で示された入門的研修と介護職員初任者研修との対照関係を参考

に各科目の研修内容を決定し、初任者研修及び介護福祉士実務者研修等のテキスト

をベースとして、入門的研修のテキストを作成。

・講師陣にテキストを配布し、事前講習会等を行うなど、均一的な講義ができる

よう工夫。

講師及びテキストについて
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テキストについて

基
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座
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（参考）入門的研修のカリキュラム
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研修科目 研修時間 研修内容

基

礎

講

座

介護に関する基礎知識 1.5時間

介護に関する相談先や利用可能な公的制度を学ぶことにより、両親等の介護に直面した場合に備えるとともに、公的な制度で
ある介護保険利用方法をメインに学ぶ機会とする。また、介護休業制度についても学ぶことにより、両親等の介護に直面した
場合でも、介護保険とあわせて利用することで、離職することなく働き続けられるということを学ぶ機会とする。
○介護に関する相談先（地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、市区町村の窓口）
○介護保険制度の概要（サービスの種類、利用の際の手続き、利用者負担など）
○介護休業制度の概要（介護休業や介護休暇などの内容や利用の手続きなど）

介護の基本 1.5時間

ボディメカニクスを活用した介護の方法など、演習を中心に学ぶ。また、介護予防の考え方として、「心身機能」だけでなく、
「活動」や「参加」の重要性や介護予防につながる活動などを学ぶ機会とする。
○安全・安楽な身体の動かし方（ボディメカニクスや福祉用具の活用など）
○介護予防の考え方や自らの介護予防に生かせる知識・取組

入

門

講

座

基本的な介護の方法 10.0時間

尊厳の保持や自立支援、QOLの向上といった視点から基本的な介護技術を学ぶことにより、介護職の専門性を理解するととも
に、老化に伴う心身機能の変化の特徴（高齢者に多い心身の変化や疾病など）を学ぶ機会とする。

3.0時間

○介護職の役割や介護の専門性
１．介護職の役割、専門性と多職種との連携
（１）介護環境の特徴の理解
訪問介護と施設介護サービスの違い、地域包括ケアの方向性
（２）介護の専門性
重度化防止・遅延化の視点、利用者主体の支援姿勢、自立した生活を支えるための援助、根拠のある介護
（３）介護に関わる職種
異なる専門性を持つ多職種の理解、介護支援専門員、介護福祉士、訪問介護員

1.0時間
○生活支援技術の基本（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等に係る介護や支援の
基本的な方法）

6.0時間

○老化の理解（老化に伴う心身機能の変化と日常生活への影響など）
１．老化に伴うこころとからだの変化と日常
（１）老年期の発達と老化に伴う心身の変化の特徴
防衛反応（反射）の変化、喪失体験
（２）老化に伴う心身の機能の変化と日常生活への影響
身体的機能の変化と日常生活への影響、咀嚼機能の低下、筋・骨・関節の変化、体温維持機能の変化、精神的機能の変化と日
常生活への影響
２．高齢者と健康
（１）高齢者の疾病と生活上の留意点
骨折、筋力の低下と動き・姿勢の変化、関節痛
（２）高齢者に多い病気とその日常生活上の留意点
循環器障害（脳梗塞、脳出血、虚血症心疾患）、循環器障害の危険因子と対策、老年期うつ病症状（強い不安感、焦燥感を背
景に、「訴え」の多さが全面に出る。うつ病性仮性認知症）、誤嚥性肺炎、病状の小さな変化に気づく視点、高齢者は感染症
にかかりやすい
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入
門
講
座

認知症の理解 4.0時間

認知症の原因疾患や症状などに対応した介護の方法など、認知症に関する現状・トピックスから認知症ケアまで幅広く学ぶことにより、今後、
ますます増えていくとされている認知症への理解を深める機会とする。
○認知症を取り巻く状況（認知症高齢者の今後の動向や認知症に関する施策など）
認知症ケアの理念、パーソンセンタードケア、認知症ケアの視点（できることに着目する）
○認知症の種類とその原因疾患、症状、生活上の障がいなどの基本的な知識
認知症の定義、認知症の原因疾病、もの忘れとの違い、せん妄の症状、健康管理（脱水・便秘・低栄養・低運動の防止、口腔ケア）
○認知症の人及びその家族に対する支援や関わり方
１．認知症の利用者への対応
本人の気持ちを推察する、プライドを傷つけない、相手の世界に合せる、失敗しないような状況をつくる、すべての援助行為がコミュニケー
ションであると考えること、身体を通したコミュニケーション、相手の様子・表情・視線・姿勢などから気持ちを洞察する、認知症の進行に合
わせたケア
２．家族への支援
認知症の受容過程での援助、介護負担の軽減（レスパイトケア）

障がいの理解 2.0時間

障がい種別ごとの特性やその特性に応じた関わり方（支援の方法）を学ぶとともに、ノーマライゼーションの概念などの考え方を学ぶことによ
り、障がいに関する幅広い知識を身につけられる機会とする。
○障がいの概念や障がい福祉の理念（ノーマライゼーションやＩＣＦの考え方）
１．障がいの概念とICF
ICFの考え方
２．障がい福祉の基本理念
ノーマライゼーションの概念
○障がい特性（身体、知的、精神、発達、難病等）に応じた生活上の障がいや心理・行動の特徴などの基本的な知識
１．身体障がい
視覚障がい、聴覚、平衡障がい、音声・言語・咀嚼障がい、肢体不自由、内部障がい
２．知的障がい
知的障がい
３．精神障がい（高次脳機能障害・発達障害を含む）
統合失調症・気分（感情障害）・依存症などの精神疾患、高次脳機能障害、広汎性発達障害・学習障害・注意欠陥多動性障害などの発達障害
４．その他の心身の機能障がい
○障がい児者及びその家族に対する支援や関わり方
家族への支援障がいの理解・障がいの受容支援、介護負担の軽減

介護における安全確保 2.0時間

介護の現場で生じる主な事故や感染などのリスク、そのリスクの予防や安全対策などを学ぶことにより、介護職として働くことに対する心理的
ハードルを取り除く機会とする。
○介護の現場における典型的な事故や感染など、リスクに対する予防や安全対策、起こってしまった場合の対応等に係る知識
リスクとハザード、リスクマネジメント、事故に至った経緯の報告（家族への報告、市町村への報告等）
○介護職自身の健康管理、腰痛予防、手洗い・うがい、感染症対策等に係る知識
１．感染症対策
感染の原因と経路（感染源の排除、感染経路の遮断）、「感染」に対する正しい知識
２．介護職の安全
介護職の健康管理、ストレスマネジメント、腰痛の予防に関する知識、手洗い・うがいの励行、手洗いの基本、感染症対策

人権学習 1.5時間 高齢者問題をはじめとする人権問題

合計時間数 22.5時間



開催日及び会場

地区 日時 会場

福岡地区

基礎講座
Ａ日程 平成３０年 ８月２５日（土）
Ｂ日程 平成３０年１１月 ３日（土）

基礎・入門講座
Ｃ日程
１日目 平成３１年 １月２６日（土）
２日目 平成３１年 ２月 ２日（土）
３日目 平成３１年 ２月 ９日（土）
４日目 平成３１年 ２月２３日（土）
５日目 平成３１年 ３月 ２日（土）

Ａ・Ｂ・Ｃ日程
クローバープラザ
（春日市原町３－１－７）

筑後地区

基礎講座
Ａ日程 平成３０年 ８月２６日（日）
Ｂ日程 平成３０年１１月１１日（日）

基礎・入門講座
Ｃ日程
１日目 平成３０年１２月 ２日（日）
２日目 平成３０年１２月１６日（日）
３日目 平成３０年１２月２３日（日）
４日目 平成３１年 １月１３日（日）
５日目 平成３１年 １月２０日（日）

Ａ日程・Ｂ日程
大牟田文化会館
（大牟田市不知火町２－１０－２）

Ｃ日程
久留米市総合福祉会館
（久留米市長門石１－１－３２）
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地区 日時 会場

北九州地区

基礎講座
Ａ日程 平成３０年 ９月 ９日（日）
Ｂ日程 平成３０年１１月 ４日（日）

基礎・入門講座
Ｃ日程
１日目 平成３１年 １月２７日（日）
２日目 平成３１年 ２月 ３日（日）
３日目 平成３１年 ２月１０日（日）
４日目 平成３１年 ２月１７日（日）
５日目 平成３１年 ２月２４日（日）

Ａ日程・Ｂ日程
ウィズゆくはし
（行橋市中津熊５０１））

Ｃ日程
八幡西生涯学習総合センター
（北九州市八幡西区黒崎
３－１５－３ コムシティ内）

筑豊地区

基礎講座
Ａ日程 平成３０年 ９月１５日（土）
Ｂ日程 平成３０年１１月１７日（土）

基礎・入門講座
Ｃ日程
１日目 平成３０年１２月 ８日（土）
２日目 平成３０年１２月１５日（土）
３日目 平成３０年１２月２２日（土）
４日目 平成３１年 １月１２日（土）
５日目 平成３１年 １月１９日（土）

Ａ日程・Ｂ日程
田川青少年文化ホール
（田川市平松町３－３６）

Ｃ日程
庄内保健福祉総合センター
ハーモニー
（飯塚市綱分７７１－１）

12



13



（参考）福岡県介護に関する入門的研修 開催地等県内マップ

福岡地区（春日市）
基礎講座、入門講座

福岡地区（久留米市）
入門講座

筑後地区（大牟田市）
基礎講座

筑豊地区（飯塚市）
入門講座

筑豊地区（久留米市）
基礎講座

北九州地区（八幡西区）
入門講座

北九州地区（行橋市）
基礎講座
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入門的研修開催に伴う広報活動

• 県及び県社協ＨＰへの掲載

• 県広報番組の放映

• 県広報誌（福岡県だより）への掲載

• 市町村及び市町村社協広報誌への掲載依頼

• 各報道機関への情報提供

• ポスター及びチラシの作成、関係機関への配布

• 大学・短大等学校訪問

• 求人情報誌への掲載

• 新聞折込

• 「福祉のお仕事」に登録している求人事業所及び求職者・届出者に
対し、メールで周知

15



・ＴＶ放送

県広報番組
ＴＶＱ 飛び出せ！サークルふくおか研

土曜日 ２０時５４分放送 16



・ポスター及びチラシ

ポスター及びチラシ（表） チラシ（裏）

ポスター
１,０００部

チラシ
２３１，０００部

配布先
・新聞折込（福岡地区以外）
・ハローワーク
・市区町村行政及び社協
・各関係団体等
・スーパーマーケット
・図書館
・就職フェア等
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・求人情報誌への掲載

（株）リクルート社発行の
タウンワーク

４・５ページ見開き

発行エリア 福岡地区全域
発行部数 １回につき約２０万部
発行回数 ２回（7月30日発行・8月6日発行）
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参加者アンケート集計結果
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３０代以下 ６
４０代 １０
５０代 ７
６０代以上 １３

年齢

アンケートの概要

調査日 平成30年8月25日（土）、26日（日）

回収状況
参加者数 38人（25日：18人、26日：20人）
回収数 36人

男性 ９

女性 ２７

性別

介護の仕事がしたい 5

介護の仕事に関

心がある 7

ボランティア活動

に役立てたい 4

家族の介護に活

かしたい 21

その他 6

受講動機



県庁HP、福祉人

材センターHP・FB
2

福祉人材センターからの

案内 2

公共施設（市役所・図

書館） 7

ハローワーク 2

市町村広報誌、市町村

社協広報誌 9

県社協広報誌
2

新聞折込チラシ
5

タウンワーク 6

テレビ番組 0

スーパー 0

研修を何で知ったか

希望する 10

希望しない 8

今のところ希望しないが

興味がわいた 14

今後、介護の分野で就労を希望するか

希望する 5

希望しない 26

職場体験を希望するか



来年度以降の計画

次のような方向性で事業を展開していくことを検討中

• 実施回数の増加

• 福岡県70歳現役応援センターとの連携

• 入門的研修修了者の活用

など
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ご清聴ありがとうございました。
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